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＆特別講演会「ICTを賢者に学ぶ」

多感覚ICTを用いたフレイル予防・
回復支援システムの研究開発

株式会社セカンドコンセプト

萩原 秀和



最初に…

公益財団法人科学技術交流財団の

「知の拠点あいち重点プロジェクトⅣ」

の資料から抜粋して、４枚の資料を説明いたします。

・知の拠点あいち重点研究プロジェクトとは

・重点研究プロジェクトⅣ期の概要

・重点研究プロジェクトⅣ期のスケジュール

・当社の参画するプロジェクト概要











次に…

愛知産業大学石橋先生を研究リーダーとする

プロジェクトの令和５年度の研究成果から抜粋します。

・表紙

・研究テーマの概要３枚

・年次ロードマップ

（具体的な研究・開発の内容は時間の関係で割愛）



□プロジェクト SDGs

□分野テーマ 感染症対策・ライフサイエンス

□研究テーマ 多感覚ICTを用いたフレイル予防・回復支援システムの
研究開発

□研究リーダー 名古屋工業大学 石橋豊

□事業化リーダー 株式会社セカンドコンセプト 萩原秀和

□参画機関 名古屋工業大学、名古屋大学、国立長寿医療研究センター、
（株）セカンドコンセプト

□日付 令和６年３月８日

表紙



１.研究テーマの概要（1/3）

フレイルとは、高齢期に心身の状態が衰えた状態

回復可能

回復困難
健常者の
健康向上
・維持

□研究テーマの目的

□開発ターゲットの必要性

・「健康な状態」と「要介護の状態」との中間段階である
「心身機能脆弱状態（フレイル）」に着目

・エイジフリー（高齢者が生き生きと活動し、社会貢献可能
な）社会の実現を目指して、要介護の期間を短縮

・フレイルの早期発見・予防・回復を高効率支援するシステ
ム・デバイスを開発

関連するターゲット

フ

レ

イ

ル

身体的 運動器の障害（骨粗鬆症、変形性関節症、筋力低下） T4, T5, T6, T7 

転倒 T3, T4, T7

低栄養

口腔機能低下

精神・心理的 抑うつ T4, T7

認知機能低下 T4, T5, T6, T7 

社会的 閉じこもり T4

孤立 T5 

孤食

評価 評価尺度（変化のモニタリング、システム効果判定に使用） T1, T5, T7  

判別尺度（スクリーニングに使用） T2, T5, T6 

T1: 顔集中度判定システム,  T2: 症状の階級分け・テーラーメイドシステム, T3: 予防・見守りシステム,
T4: メタバースによる歩行支援システム, T5: 遠隔検査・リハビリシステム, T6: 手指デバイス, T7: 歩行支援デバイス



１.研究テーマの概要（2/3）
□全体の実施概要



１.研究テーマの概要（3/3）

システム・
デバイス評価

森田良文

石橋豊

萩原秀和

近藤和泉／
高野映子

・顔集中度判定システム開発
・症状の階級分け・リハビリのテーラーメイドシステム開発
・予防・見守りシステム構築
・デバイスの製品化

・手指デバイス研究開発
・検査・リハビリのテーラーメイド化
・遠隔検査・リハビリデバイスの研究
・ヘルスケアプログラムの研究開発・多感覚ICTの高安定・高品質化

・メタバースによる
予防・動機付けシステム

・触覚デバイス（仮想書道）による
テーラーメイド化の研究

・遠隔検査・リハビリシステムの研究

・臨床評価
・リビングラボでの効果検証
・要求機能・改善の明確化

福田敏男／
丸山央峰

・歩行支援デバイス研究開発
・検査・リハビリのテーラーメイド化
・メタバースにおける歩行支援

セカンドコンセプト（スタートアップ）

名工大

名工大

名大

長寿研

フレイル予防・見守り
システム構築・デバイス作製

フレイル検査・回復支援
デバイス研究開発

フレイル予防・動機付け
システム研究開発

□研究開発体制と
参画機関の役割
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２.年次ロードマップ

T1．顔集中度判定システム

令和４年１０月～１２月

調査基本設計 眠気による判定（50%）

T2．症状の階級分け・テーラーメイドシステム

クラウド構築 検査結果紐づけシステム試作

T3．予防・見守りシステム

顔認証システムの評価 カメラ画像のデータ収集機能

T4．メタバースによる歩行支援システム

メタバース（仮想公園）基本システムの試作

T5．遠隔検査・リハビリシステム（令和5年度より開始）

T6．手指デバイス

Smart iWakka (All-in-one Wakka、Touch Wakka、Smell Wakka)の試作開発

仮想書道基本システムの試作

T7．歩行支援デバイス

生体情報計測機能の実装

準
備
・
予
備
評
価

□評価期間中のロードマップ
令和5年１月～3月 令和5年4月～6月 令和5年7月～9月

顔表情による判定（75%）

アンケートシステム試作及び仮想デバイスとの紐づけ

健康管理システム試作

仮想書道基本システムの改造

メタバース（仮想公園）基本システムの改造

二つの触覚デバイスから成る遠隔仮想書道システムの評価と改善

ヘルスケアプログラムの開発

生体情報計測デバイスの安定性・精度の評価・運動能力の階級分け

目標（集中度3段階を75%達成）達
成

目標（紐づけ100%）達成

目標（顔認証99%の効率実現）達成

目標なし、ネットワーク遅延
100ms程度でMOS3.5以上達成

目標（相踏み運動との連携、アバタによる会話にお
いてネットワーク遅延100msでMOS3.5以上）達成

目標（10名の実証実験）達成予定

令和5年10月～12月 令和6年1月～3月

デバイスを紐づけるWebAPI開発

顔表情データ取り、判定エンジン再構築

顔認証システムの改良と評価

ユーザビリティ調査・F/S（握力、STEF、痛み）

ユーザビリティ調査

実証実験

実証実験

計測の精度改良と実証実験

ユーザビリティ調査

目標（脈拍数精度±2bps、酸素飽和
度±3%．20名の実証実験）達成予定



最後に…

本プロジェクトの事業化リーダーである当社の

令和5年度の事業化の実績を研究成果から抜粋します。

また、当社の新聞発表記事を掲載します。

・ 事業化の見通し２枚

・ 中部経済新聞記事



５.事業化の見通し（1/2）

事業モデル
■ 自治体、民間企業、リハビリ施設か
ら事業を受託。ニーズ・対象者に合 わ
せた実施プログラムを企画・提案 
■ プログラムを提供する指導者の養成
までを行い、顧客が自走できる支援サー
ビスも提供
■ プログラム利用者の多くは、初期は
自治体や法人のサービスとして 参加す
るケースが多い。プログラムの満足度が
高いため、利用者の自己負担で継続利用
することも可

1. 市場性（ユーザ視点の開発）
ユーザ視点での研究開発を進めるため、研究着手の段階から地方自治体、企業、
リハビリ施設に近いパートナーと意見交換を行いながら、進めている。
地方自治体：中央コンピューターサービス（株）、大府市
企業：(株)グッドライフデザイン、萩原エレクトロニクス(株)
リハビリ施設：（株）ジェネラス、（株）結の樹



５.事業化の見通し（2/2）

３. 既存品や既存の技術レベルに対する本研究成果の優位性、国際競争力
既存のサービスとして、ベネッセスタイルケアでは有料老人ホームで栄養、運動、
社会参加の体験サービスを実施している。
これは本研究と異なり、個人単位のテーラーメイドシステムとはなっていない。
本研究の軸となるテーラーメイドシステムの実現は他サービスとの差別化ができ、
事業化をしていく上での大きなPRポイントとなっていく。

２. プロジェクト終了後のビジネスプランへのつながり
2023年度下期、2024年度、事業化パートナーとともに、受注案件を少なくとも２件
以上獲得する。
愛知県内 １件以上
北海道内 １件以上

これにより、プロジェクト終了後も事業化を推進できるような礎を築く。

４. 事業化につながる体制づくりの状況
事業化につながる事業化パートナーを増やす施策を実施している。
(1) 事業化パートナーの増強
独自のホームページで広く、事業化パートナーを募集する。
http://secondconcept.co.jp/sdgs/index.html

(2) パートナーの事業化パートナーへの切り替え
1項で説明した6パートナーを事業化パートナーとして契約していく。

http://secondconcept.co.jp/sdgs/index.html
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